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素粒子パート（口頭） 

・宮崎成輝（東京科学大学） 

「高階 ODE に対する熱力学的 Bethe 仮設方程式の壁越え現象」 

 

・三木幸大（大阪大学） 

「宇宙の生成確率再考：やっぱり宇宙は無から生まれる（かも）！？」 

 

・稲田知也（東京大学） 

「de Sitter 時空の歩き方：宇宙論的ブートストラップへの招待」 

 

・行弘佳鈴（東京大学） 

「ホモトピー代数による 0 次元行列模型の平面的相関関数の構成」 

 

原子核パート（口頭） 

・服部暁翼（大阪大学） 

「格子ゲージ理論における機械学習の応用」 

 

・高橋仁（東京大学） 

「Decay Pion Spectroscopy による ΛN 荷電対称性の破れの測定」 

 

・藤丸大輔（京都大学 基礎物理学研究所） 

「エニオンを用いた格子ゲージ理論の電磁双対性の検証と連続極限へのつながりを念頭に

おいた解析」 

 

・野見山裕也（京都大学 基礎物理学研究所） 

「カイラル摂動論」 

 

 

 



ポスター発表 

・姉崎光希（京都大学） 

「実時間有限温度相関関数から見る AdS/CFT における Eternal Black Hole の情報喪失問

題」 

 

・中谷快（東京大学・カブリ数物連携宇宙研究機構） 

「Hilbert 級数を用いた有効場理論の演算子基底決定法と暗黒物質現象論への応用」 

 

・宮本太志（大阪大学） 

「グルーオン飽和と非平衡物理との関連について」 

 

・坂本コナン（京都大学） 

「Continuity between nuclear superfluid and quark colour superconductor」 

 

・芦田尚大（早稲田大学） 

「L_∞代数を用いた共変位相空間形式の定式化」 

 


